
呼吸器内科：専門医教育プログラム



年間論文発表数9件。専門医取得に必要な論文作成、発表も手厚く指導

※専門医取得に必要な学会参加費用を補助
※呼吸器内科専門医の取得に学会発表3件/論文作成3編必要

肺がんをはじめ肺炎などの感染症、気管支喘息、COPD、COVID19 、間質性肺炎等

の幅広い数多くの症例が集まる（経験できない症例はなく）

気管支内視鏡検査、超音波気管支鏡（EBUS-TBNA,EBUS-GS）や超音波生検、胸腔鏡検査

などを早い学年から積極的に経験

重症肺炎を含めどんな呼吸器疾患も24時間365日いつでも受け入れる診療方針☑

☑

☑

☑

診療科の特徴

肺がん治療に注力！

肺がん症例が3年間で全国114位から30位に成長
(※大学病院を除く医局に属さない市中病院では、全国2位の症例数)
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肺がん（手術なし）769件（ 愛知県6位全国30位）

代表的な症例数

間質性肺炎

慢性閉塞性肺疾患

肺・縦隔の感染、膿瘍形成

肺結核

気管支内視鏡検査

171件

34件

29件

13件

248件

※DPC対象病院・準備病院・出来高算定病院の統計 (2021年4月〜2022年3月退院患者)

愛知県 3位 全国 24位

愛知県 5位 全国 28位

愛知県 6位 全国 77位

愛知県 4位 全国 27位

症例数

検査
ガイドシース併用気管支腔内超音波断
層法を用いた経気管支肺生検法

154件

局所麻酔下胸腔鏡検査 19件 超音波気管支鏡下穿刺吸引生検法 26件 3

※2021年度順位

199件

132件

81件

11件

2023年度件数はさらに増加
2023年度は1.3倍の1,032件



後期研修医1年目で経験できる症例数

平均担当患者数 胸腔鏡検査気管支鏡検査

8～10名

/日

昨年度の後期研修医の経験数。呼吸器内科医として、豊富な症例を経験でき、必要な呼吸器疾患
の病態を理解していただき、検査・診断・治療のできる呼吸器内科専門医の資格を取得できる臨
床力を身につけられる

80件

/年

約5件

/年

専攻医の経験症例

・肺がん 4割

・肺炎、 COPD 3割

・喘息 1割

・間質性肺炎 2割

1年間通常の診療を行うだけで、専門医に必要な症例・手技がすべて経験できる環境

▶ 専攻医が経験する症例の割合
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希望するサブスペシャリティ領域を選択して
集中的に学べる内科研修（基幹）プログラム

▶ 卒後3年目は、半年間希望するサブスペシャリティ領域を集中的に学習します
半年後、他科をローテーションするか、主科の研修をしつつ、担当医として内科症例を集めることができます

▶ 卒後4年目は、連携研修施設に1年間研修を行います※連携先の病院は自由に選択ができます

▶ 卒後5年目は、基幹施設で研修を行い、志望する分野にて研修を行います。また内科サブスペシャリティ領域の
      専門医研修を始めることができます

内科プログラム

後期研修医1年目（卒後３年目）：一宮西病院

選択したサブスペシャリティを半年間ローテ 他科のローテor主科中心のローテを自由選択

4月 7月 12月10月 3月

後期研修医２年目（卒後４年目）：連携施設

がん研有明病院 ／ 愛知医科大学／飯塚病院／浦添総合病院／海老名総合病院／ 倉敷中央病院 
 聖マリア病院 ／ 聖隷浜松病院 ／ 千葉西総合病院／東京医療センター／ ※連携施設にて1年間研修

後期研修医３年目（卒後５年目）：一宮西病院

選択したサブスペシャリティにて専門研修の実施

3
年次

5
年次

４
年次
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一宮西病院

内科プログラム連携施設一覧

内科プログラムの連携先
 一宮西病院の内科専門医研修プログラムでは、4年目で、倉敷中央病院にて研修を行います

 一宮西病院と医療圏規模、立地などが同じ条件、倉敷中央病院で、診断、手技、経営に関する知見を積みます



専門医取得後
の

キャリア

呼吸器内科医としてのキャリアパス

3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

内科専攻医研修
（基幹プログラム）

呼吸器内科専攻医研修
（基幹プログラム）

内科専門医
取得

呼吸器内
科専門医
取得

11年

一宮西病院
のキャリア

8年目以降のキャリアは
志向に合わせて進路を選択可能

がん・緩和ケアの専門性を高める

臨床ハイボリューム施設で修練を積む

特定分野の専門性を高める

取得可能な
資格

総合内科専門医
気管支鏡専門医
喘息専門医
感染症専門医
結核・抗酸菌症認定医
アレルギー専門医
がん治療認定医
がん薬物療法専門医

キャリアパス



呼吸器内科の連携先一覧
 肺がん、感染肺炎、気管支鏡など、それぞれの専門分野に特化した

病院と連携し、希望する分野を選択できる

一宮西病院

呼吸器内科連携施設一覧

飯塚病院
病床／1,048床 救急指定／3次救急
救急車搬送患者：15名  / 日
入院：823名  / 日
外来：1,719名

福岡県

愛知県がんセンター
病床：852床 救急指定：3次急
救急搬送患者：21日 / 日
入院：650名 / 日
外来：1,426名 / 日

愛知県

松阪市民病院
病床：328床 救急指定：2次救急

救急車搬送患者：8名 / 日

入院：257名/ 日

外来：512名/ 日

三重県

がん症例を専門的に経験

呼吸器症例を幅広く経験

呼吸器症例を幅広く経験

京都府立医科大学附属病院
病床：1,065床 救急指定：2次救急

救急車搬送患者：7名/ 日

入院：472名/ 日

外来：1,951名/ 日

京都府 臨床＋研究を幅広く経験

中部国際医療センター
病床：502床 救急指定：2次急
救急搬送患者：15日 / 日
入院：447名 / 日
外来：1,092名 / 日

岐阜県 がん症例を専門的に経験

聖隷浜松病院
病床：750床 救急指定：３次急
救急搬送患者：19日 / 日
入院：659名 / 日
外来：1,592名 / 日

静岡県 呼吸器症例を幅広く経験
New 2024年度追加

New 2024年度追加

New 2024年度追加



呼吸器内科医としての到達目標
 半年ごとの面談にて到達度を評価面談にてチェック（4年目外病院の研修時は面談を4半期ごとに実施）

 評価ツールを使用して到達度を確認

到達目標

3年

【臨床能力】
  ■病態(肺癌、COPD、炎症性肺疾患、慢性肺疾患、

  アレルギー性疾患)を理解する
【手技】
■気管支鏡検査を理解し、上級医サポートを受け実施
■上級医立会いの下、胸腔ドレーンを遂行できる状態

4年

卒後年数

5‐6年

【臨床能力】
■内科専門医に必要な症例を網羅しきる

  ■入院‐退院までの治療を計画できる状態
【手技】
■上級医立会いの下、気管支鏡検査を遂行できる状態

【臨床能力】
  ■専門医習得に必要な症例を主治医として経験
  ■指導医と相談して外来診療を行う
【手技】
  ■胸腔ドレーン10件/気管支鏡検査25件

【臨床能力】
■重症呼吸器疾患を管理、退院までの臨床能力を習得

【手技】
■胸腔ドレーン 10件 / 気管支鏡検査 25件

【アカデミック】
■内科専門医の病歴要約の1次評価まで終了する

３月

【臨床能力】 ：  ■入院診療を独力で行える状態
 ■専門領域（抗がん剤のレジメン・抗線維化薬（間質性肺炎）の導入・

 バイオ（喘息）製剤の導入）の方針を指導医と相談して行える状態
【手技】   ：  ■胸腔ドレーン/気管支鏡検査ともに独力遂行できる状態
【アカデミック】 ：  ■呼吸器内科専門医の症例習得（手技50例/臨床150例）

 ■呼吸器関連の論文3編（共著含む）、学会発表3回

4月 ９月

評価面談評価面談

６月 12月

評価面談 評価面談



様々なスペシャリストが集う呼吸器内科の人員体制
以下の指導分野において、専門の指導医が後期研修医に対し集中的に指導を行います

スタッフ 小澤 達志
医員
卒年 ： H27
出身大学：滋賀医大学
得意分野：呼吸器全般

石田 貢一
医員
卒年 ： H28
出身大学：島根大学
得意分野：呼吸器全般

柴田 祐作
医員
卒年 ： H29
出身大学：北里大学
得意分野：呼吸器全般

人員体制

指導分野：肺がん

指導分野：腫瘍（肺がん）/重症呼吸器疾患を含む専門的呼吸器疾患

竹下 正文
呼吸器内科部長/副院長
卒年： H15
出身大学：九州大学
得意分野：肺がん

村田 泰規
副部長
卒年： H19
出身大学：昭和大学
得意分野：肺がん

 アレルギー

指導体制
• 日本内科学会 認定医･総合内科専門医
• 日本呼吸器学会 専門医･指導医
• 日本呼吸器内視鏡学会 専門医･指導医
• がん治療認定医/日本呼吸器学会推薦ICD
• 医学博士

• 日本喘息学会 喘息専門医
• 一般社団法人日本結核･非結核性抗酸菌症
学会 結核･抗酸菌症認定医

資格

彦坂 宜紀
医員
卒年 ： R2
出身大学：広島大学
得意分野：呼吸器全般

柏井 康彦
医員
卒年 ： R3
出身大学：香川大学
得意分野：呼吸器全般

廣瀬 健司
医員
卒年 ： R4
出身大学：岐阜大学
得意分野：呼吸器全般

専攻医



多彩な症例の中で、自分がなりたい
医師像を見つけられる環境

「私たちの診療科では24時間365日、いつでもどんな怪我や病

気も断らない」基本方針をもとに、市中病院という特性を生か

してCommonな疾患から重篤な疾患まで、偏りのないバラエ

ティー豊富な呼吸器症例を診ることができます。

主治医としては喘息、間質性肺炎、肺炎などの通常の診療、重

症呼吸不全管理、がんの診断から緩和ケアも含め、症例だけで

なく、気管支鏡・胸腔鏡などの手技修得に至るまで経験でき、

最終的には、generalな視点で考え・自ら動き臨床能力を培っ

ていくことができます。

困難な症例に出くわした時でも、各科との垣根が低いため、他

科の医師も交え、知識や技術を補い、高め合いながら治療を

行っていくことがきます

決して楽ではないかもしれませんが、それに見合った成長を実

感できる環境であり、呼吸器専門医としての自分が本当に「や

りたいこと」、「なりたい医師像」をみつけられる環境です。

呼吸器内科部長
（副院長）
竹下正文

呼吸器内科
副部長
村田泰規

呼吸器内科
医長
中島潔



「研修環境面、生活環境面のどちらもがここまで
揃っている施設は中々ないと思います」
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◼ 私は呼吸器内科の中でも専門性の高い診療を行える施設

で研修がしたいと思い、一宮西病院での研修を選びまし

た。色々な病院を見学しましたが、どうしても、医局関

連の病院に専門性の高い疾患が集まることが多く、医局

のない病院となると、肺癌など専門性の高い疾患が少な

く、経験できる疾患が偏ってしまうことが多い印象でし

た。しかし、一宮西病院は肺癌、進行した間質性肺炎、

重症喘息等、高度の専門性が必要な疾患が多く集まりま

す。もちろん、そのような疾患を自分で診療することが

できますし、使用実績も豊富であるため、困っても的確

なアドバイスをしてもらえます。

◼ 救急も非常に盛んであり、一般的な肺炎や喘息発作、

COPD増悪等の疾患の診療も行うことができます。非常

に症例が豊富であり、ここの施設で経験できないものは

ほとんどありません。

一宮西病院呼吸器内科／柴田医師
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充実したサポート体制！

内科専攻医はJ-OSLERにおける症例登録・病歴要約の提出を義務付けら
れていますが、当院では症例登録の作業はアシスタントによるサポート
を受けることができます。日々の忙しい業務の中でもスムーズに症例登
録を済ませ、最も労力を使う病歴要約作成に専念することができるため、
大変助かっています。他科のローテート制度と併せて、最短で内科専門
医を取るためのシステムが整っています。 
また、外来においてもMAスタッフが投薬やカルテ記載など様々な業務
をサポートをしていただけるので、医師業務に専念することができ効率
的に多くの症例経験を積めます！

内科専攻医 佐々木 勇紀

私がしっかりサポートします！



専攻医の声

■内科専攻医3年目 彦坂 宜紀先生
これまで内科研修や救急の現場でも肺炎や喘息など呼吸器疾患に携わることがありましたが、
今年から呼吸器内科所属となり、肺がんに関しては当院ならではのボリュームと、若い年次で
もやらせていただけることは、呼吸器内科を目指す場所として恵まれた環境だと感じています。
時期によって担当患者数が多くなると四苦八苦するときもありますが、呼吸器疾患を満遍なく
診られるため、自身の今後のスペシャルティを見つけやすいと感じています。

■内科専攻医2年目 柏井 康彦先生
呼吸器内科の所属としては初めての1年となり、がむしゃらに日々の診療にあたっております。
あっという間の5か月間だったと感じています。
多くの担当患者を持たせていただき、大変だと感じるときもありますが指導医の先生方にサ
ポート頂き、呼吸器内科医として確実にスキルアップできていると感じております。

■内科専攻医1年目 廣瀬 健司先生
研修医から持ち上がりで、今年から内科専攻医1年目として勤務しております。
慣れないこともまだまだ多く大変だと感じる日々ですが、一宮西病院の呼吸器内科に入っ
てよかったと感じています。
呼吸器内科の疾患が満遍なく経験できることは勿論ですが、気管支鏡など手技に関して
この年次からやらせていただける環境は、他の病院ではできなかったと思います。
また、専攻医の先輩含めた上級医の先生方のどなたに聞いても丁寧に教えて頂けるので、
自身が成長できる場所だと感じ、毎日頑張っています！



専攻医の1日

8：20

出勤：
●始業まで近くの先生と雑談
●患者の相談も毎日可能

8：30

病棟業務：

●昨夜に起きたことを確認
●ケモの指示出し

9：30

救急対応：

10：00

カンファ：
●自分の患者の共有
●他職種の話し合い

●救急入院患者の入院対応
●患者家族への入院説明

11：00

病棟業務：
●入院患者の回診・
カルテ記載

12：00

ランチ：
●ランチは食堂、コンビニ、
   ドトールから気分に
   合わせて選択

13：00

カンファ：
●入院・外来患者の相談
とディスカッション

●気管支鏡症例の確認

14：00

気管支鏡：
●毎日できる体制
●上級医が必ず立ち会う

18：00

17：00

病棟業務：
●入院患者の対応
●翌日入院の予習

帰宅
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一宮西病院で取得できる呼吸器内科関連の
専門医資格一覧

専門医資格名 必須で取得する資格

総合内科専門医 ●（基幹施設）

呼吸器専門医 ●（基幹施設）

気管支鏡専門医 ●（基幹施設）

喘息専門医 希望の専門性によって取得

感染症専門医 希望の専門性によって取得（研修施設）

抗酸菌症認定医 希望の専門性によって取得

アレルギー専門医 希望の専門性によって取得（基幹施設）

がん治療認定医 希望の専門性によって取得

がん薬物療法専門医 希望の専門性によって取得（認定施設）

資格一覧
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一宮市で住む、育てる、遊ぶ

名古屋まで10分
一宮駅から1本で名古屋へ到着

セントレア空港直通
学会にも参加しやすい

BBQ場日本一（岐阜県）
隣町の岐阜県ではBBQのメッカ

BBQ場が数多くあります

住みやすい街8位
138タワーでは毎年季節の
花畑があり、公園も充実

パワースポットも充実
七夕祭りやチンドン祭りなどのイ
ベントも多く、真清田神社では

お祭も多数

モーニング発祥の地
市内に700店以上の数のお店あり！
コーヒーにカレーがついてくる

買い物が充実
コンビニ…138店舗

スーパーマーケット…36店舗
ホームセンター…8店舗
ドラッグストア…51店舗

大型ショッピングモール…5店舗

医学部進学有名高校も多数
学力レベルの高い地域

研修環境面、生活環境面のどちらもが整い、色んな症例を経験し、有意義な研修を
行いたいけど、自分の時間や家族の時間も大切にしたいと考える人には、ピッタリの環境です
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